
【機密性２】
①-１同一事業者内での中継輸送について

Ａ運行管理者

Ｂ営業所

Ｂ運行管理者

対面点呼

同一事業者内の複数営業所において中継輸送を行う際、他営業所に所属する運転者を乗務させるに
は、当該運転者を使用車両の配置された営業所にも所属させ※、当該営業所から点呼や運行指示などの
運行管理を一元的に行う必要があります。

Ａ営業所

対面点呼

Ａ営業所の車両 に係る運行についてはＡ営業所が管理

中継地などで
乗務を交替

Ｂ営業所の車両 に係る運行についてはＢ営業所が管理

Ｂ運転者

Ａ車両

Ｂ車両

Ａ運転者

※運転者台帳を備え置くとともに、健康診断・乗務記録の共有等により適切に健康・労務管理を行う等、
貨物自動車運送事業輸送安全規則に定める事項を遵守する必要があります。

別紙２

Ｂ車両がＢ営業所に戻るときも
同様にＢ運行管理者が点呼等
を実施。

※

Ａ車両がＡ営業所に戻るときも
同様にＡ運行管理者が点呼等
を実施。

※

中間点呼＋運行指示書

乗務開始・終了の点呼がいずれも
対面で実施できない場合

中間点呼＋運行指示書

乗務開始・終了の点呼がいずれも
対面で実施できない場合

電話点呼

電話点呼
電話点呼に加え、Ｂ営業所
の運行管理者等によっても、
対面で運転者の疾病・疲労
等の状況を確認（点呼では
ない）することが望ましい。

（推奨）

※

電話点呼に加え、Ａ営業所
の運行管理者等によっても、
対面で運転者の疾病・疲労
等の状況を確認（点呼では
ない）することが望ましい。

（推奨）

※



【機密性２】

Ａ運転者

Ｂ車両

Ｂ営業所の運転者 に係る
運行についてはＢ営業所が管理

①-２同一事業者内での中継輸送について（Ｇマーク特例）

定時で運行するなど定型的な業務形態にある同一事業者内のＧマーク営業所間では、①-１による中継
輸送とは別に、解釈運用通達第１７条第２項の規定により、運転者を“兼務”させることなく中継輸送を行う
ことが可能。ただし、点呼簿・乗務記録・運行記録計の記録の共有・保存が必要となるほか、運行管理規
程への明記等が必要。

別紙２

Ａ運行管理者

Ｂ運行管理者

対面点呼 運行途中で
相互に交替

対面点呼

Ａ営業所の運転者 に係る
運行についてはＡ営業所が管理

Ａ営業所

Ｂ営業所

Ｂ運転者

Ａ車両
定型的な業務形態

（２地点間を定時で運行する等）
※

運転者は相互に通告を行うほか、
重要な装置の機能について点検
（安全規則第１７条第４・５号）

※

※ Ｇマーク営業所とは、全国貨物自動車運送適正化事業実施機関が認定している安全性優良事業所のこと。

（電話点呼）

車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

※

（電話点呼）

車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

※

定型的な業務形態
（２地点間を定時で運行する等）
※



【機密性２】
②異なる事業者間での中継輸送について

Ａ営業所

Ａ運行管理者

Ｂ営業所

Ｂ運行管理者

対面点呼

異なる事業者間で中継輸送を行う場合は、通達「貨物自動車運送事業の用に供する事業用自動車の
相互使用について」（平成９年７月１日）に基づき、事業者間で、責任関係などについて協定書等で定めて
おくこととされております。なお、運行管理については、車両に乗務する運転者が所属している営業所にお
いて行うこととなります。

○運送(株) △貨物(株)

中継地などで
乗務を交替

対面点呼

○運送(株)Ａ営業所
による運行管理

△貨物(株)Ｂ営業所
による運行管理

Ａ運転者

Ｂ運転者

Ａ車両

Ｂ車両

別紙２

運転者は相互に通告を行うほか、
重要な装置の機能について点検
（安全規則第１７条第４・５号）

※

（電話点呼）

車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

※

（電話点呼）

車両の乗り換え後の運行
について予め運行指示を
受けており、休息期間を
挟まないなど乗務を終了
しなければ、改めて点呼
を実施する必要はありま
せん。

※


